
崩壊後撮影↓ 

 平成24年4月10日～5月
13日にかけて、大蔵村肘折
地区において計5回に及ぶ地
すべり性の崩壊が発生しまし
た。これにより県道57号は
崩落し、銅山川は崩壊土砂に
より河道が一時閉塞するなど
の事態が発生。 
 山形県と国土交通省は県道
57号の復旧と崩壊対策を進
め、平成25年11月には肘折
希望大橋が完成し、この度、
崩壊対策として国土交通省が
実施した法面対策工、護岸工
を完了することができました。 
11月13日にはすべての対策
工が完了したことを記念して
大蔵村のいでゆ館にて完了式
を挙行しました。 
 式には関係者45名の出席
をいただき、新庄河川事務所
長がこれまでの対策工を報告
し、地区の安全が確保された
事を再確認しました。 

 

 
 

 

 
 

 

関係機関の多大な活躍で
工事が完了し、住民の不
安は解消された。以前の
ような安心した生活に戻
ることが出来て、観光業
の振興も図られると思う。 
 

肘折地区として経験した
ことのない災害だった。
対策の完成は肘折地区の
安全安心が確保されると 
安堵している。 
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